
平素は当社の事業につき、深いご理解とご協⼒を賜り、厚く御礼申し上げます。
また本⽇は、お忙しいところお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。
それでは、⼤阪ガスグループの2030年に向けた⻑期経営ビジョンと、
2020年までの取り組みについて説明します。
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私たちは、2009年に2020年度を⾒据えた⻑期経営ビジョン「Field of Dreams2020」を発表し、
この３年間は、中期経営計画「Catalyze Our Dreams」に基づき、事業活動を進めてきました。
電⼒・ガスの⼩売全⾯⾃由化や原油価格の⼤幅な下落など、私たちを取り巻く経営環境には⼤きな変化があり

ましたが私たちは、この⼤きな環境の変化をチャンスと捉え、事業を持続的に成⻑させることにグループをあげてチャ
レンジしていきます。
まずは、2030年度に向けた⻑期経営ビジョンについて説明します。
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私たちは、３つの「超える」を実現していくことで時代を超えて選ばれ続ける⾰新的なエネルギーサービスカンパニー
を⽬指します。
１つ⽬は「お客さまの期待を超える」です。

110年にわたり関⻄圏で培った質の⾼いサービス、ノウハウに引き続き磨きをかけ、お客さまの期待を上回るサービス
を提供し続けることに社員⼀丸となり邁進していきます。
次に、「事業の枠を超える」です。

従来から展開している事業の枠にとらわれることなく、社会・地域・お客さまの発展に貢献すべく我々の強みが活か
せる様々な事業に事業領域を拡⼤していきます。
そして、「企業の枠を超える」です。

イノベーションに対して常にオープンな姿勢で臨むとともに、様々なパートナー企業との協業を積極的に推進し、国
内外の様々な地域で、これまで以上に新たな事業展開に挑戦していきたいと思います。
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次に、2030年に向けた⼤阪ガスグループの３つの思いについてです。
⼤阪ガスグループ企業理念に⽴脚した３つの思いを胸に、⻑期経営ビジョン実現に向けた活動を遂⾏します。
⼀つ⽬は、サービス第⼀の精神で培ってきた質の⾼いサービスをより多くのお客さまにお届けするということです。

事業展開地域の拡⼤や当社の強みを活かせる事業・サービスの拡充に、質にこだわり、取り組みます。
⼆つ⽬は、常に⾰新的な挑戦を続けるプロフェッショナル集団であり続けるということです。

我々の基本であるなお⼀層⾼⽔準な保安・安定供給の確保や⾰新的な商品・技術開発、エンジニアリングに継
続的に取り組みます。
三つ⽬は、投資家、パートナー企業、社会のみなさまや従業員の信任を獲得し続けるということです。

ステークホルダーのみなさまから常に信頼してもらえる⼤阪ガスグループであり続けるために、安定した経営を実践す
るとともに、グループ全従業員が健康かつ健全に事業活動できる組織・職場の構築を進めます。
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次は、2030年度に⽬指す姿です。
2030年度に連結経常利益を2017年度計画の3倍程度まで拡⼤することに、チャレンジします。

国内事業においては、ガス事業の周辺ビジネス強化や広域展開に加えて、電⼒事業、LBS事業、
新領域における事業拡⼤などを推進します。
海外事業においても複数の重点戦略地域から利益計上できる事業構造を構築し、海外事業⽐率を

2030年度に利益構成⽐で2対1の割合まで⾼めます。
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加えて、「国内エネルギー」「海外エネルギー」「LBS」の３つの柱について、９つの事業分野を設定し、それぞれの
事業分野を⼤きく成⻑させることで将来の不確実性の⾼まりに対応するポートフォリオ経営を実践します。
ガス製造・販売事業については、新時代のエネルギーマーケターとして⽣まれ変わるべく、従来の販売量中⼼の考

え⽅を改⾰し、域外進出や周辺サービス事業の拡充等により、お客さまとのつながりの最⼤化に取り組み、収益⼒
を強化します。
ガス配給事業については、託送需要拡⼤や継続的なコスト削減に取り組み、安定的に収益を確保致します。
電⼒発電・販売事業については、⼤きく拡⼤する事業と位置付け、販売・調達が⼀体となり、事業規模の拡⼤

をはかります。
海外事業では、上流⽣産中案件やIPP、LNG基地への投資、東南アジアでの⼩売事業強化等に取り組みます。
LBS事業については、都市開発・材料・情報の3事業において、まずはそれぞれが経常利益100億円を達成し、

その活動を拡⼤・強化することで更なる利益の増加を⽬指します。
新領域の確⽴に関しては、我々の事業活動の周辺には、まだまだ⼤阪ガスグループで収益化できていない事業

分野が数多くあると考えており、M&Aによる強化や、既存ノウハウの収益化に取り組むことで100億円規模の新た
な事業の柱の育成を進めます。
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ここからは、各領域における活動について説明します。
まずは、新時代のエネルギーマーケターとしての展開です。

エネルギー周辺サービスの拡充や関⻄圏からの拡⼤展開など、お客さまアカウントの最⼤化を図ります。
都市ガスに加え、電⼒・LPG事業を拡⼤するとともに、ライフサポートサービスやユーティリティエージェントとしての⼀
括サービスを拡充し、エネルギーとサービスを総合的にご提供することでお客さまや社会からのご要望にお応えします。
さらに、関⻄圏で培ったノウハウ・サービスをアライアンスの推進により広域に展開することにも取り組みます。

2030年度には都市ガス、電⼒、LPG、エネファーム等の延べ契約件数で1,000万件以上のお客さまアカウントを
獲得し、お客さまとの接点機会やつながりをより深く・強いものにしていきたいと思います。
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次に、ガス事業・電⼒事業それぞれについてみていきます。
ガス事業では、国内外での⼩売・エネルギーサービスや天然ガス発電、LNG基地運営、トレーディング等の拡⼤

により天然ガスビジネス規模を2030年度にLNG換算で1,700万トンにまで成⻑させます。
電⼒事業では、⼩売・卸の販売規模拡⼤に応じて、天然ガス⽕⼒のみならず再⽣可能エネルギー、市場・他社

電源などからの外部調達を含め、2030年度には国内外で900万kWの電源ポートフォリオの構築を進めます。
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次に、海外エネルギー事業展開の加速についてです。
北⽶とアジア、オセアニアを重点エリアに、国内事業で培ったノウハウや経営資源を集中投下し、⽶国フリーポート

LNG基地をはじめとした海外事業基盤を最⼤限に活⽤し、事業を主体的に展開することで持続的な成⻑を実現
します。相互補完できる企業との協業やM&Aも積極的に活⽤し、事業展開スピードも加速させます。
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LBS事業においては、「都市開発」「材料」「情報」に集中して成⻑を加速させることが、⼤阪ガスグループ経営の
バランスを⽀える重要な要素だと考えています。
都市開発では、多様な領域で事業拡⼤を図るとともに、⾸都圏市場にも事業展開地域を拡⼤します。

材料では、売上１００億円規模の事業を現状の５事業から2倍程度に拡⼤し、ニッチ市場でトップレベルのポジ
ションを持つ機能性材料メーカーを⽬指します。
情報では、付加価値提案型ビジネスの拡充によるビジネス規模の拡⼤に取り組むとともに、先端ソリューションの

開発により⼤阪ガスグループ全体のお客さまに対して質の⾼いサービスを提供し続けることを⽬指します。
新領域の確⽴に関しては、⼤阪ガスグループの事業として成⻑させることができる事業を⾒極め、

その開発・拡⼤に積極的に取り組んで⾏きます。
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次に、投資についてです。
既存事業においては、2030年度までに累計5,500億円の投資を実⾏し、品質の向上に取り組みます。

また、９つの事業分野を拡⼤していくために2030年度までに累計で1兆4,500億円の新規事業への投資を実⾏
します。
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続いて、お客さまの期待を超えるためのイノベーションについてです。
ここまでご説明してきた取り組みの推進のためには、私たちが培ってきたあらゆる技術をさらに進化させ、
最⼤限に活⽤していく必要があります。
これからも私たちのあらゆる技術を先進分野で活⽤し続けることで、常にお客さまの期待を超える商品・サービスを

提供し続けます。
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続いて、ステークホルダーから信任を獲得し続ける経営についてです。
グローバルに事業展開する企業グループを⽬指し、「環境」「社会」「ガバナンス」すなわちESGに配慮したグローバル
基準の経営を推進してまいります。
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⽣産性向上に資する働き⽅改⾰の推進と⼈材育成については、健康な⼤阪ガスグループであり続けるために、
意識改⾰や働き⽅改⾰にも取り組み、多様な⼈材が多様な働き⽅を通じて、お客さまの期待を超える
サービスを提供し続けるための基盤整備を推進していきます。
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ここからは、2020年度までの取り組みについて説明します。
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まずは、ご家庭のお客さまへのソリューションの提供についてです。
即⽇完了率やお客さま満⾜度をさらに⾼めるなど、保安・メンテナンス品質の向上を追求し続けるだけではなく、

住ミカタ・サービスをはじめとした暮らしにまつわるあらゆるお困りごとにお応えできるサービスの拡充を図り、お客さまご
とに最適なご提案を進めていく活動を強化します。
お客さまアカウントの拡⼤を進め、お客さまとのつながりを強化することに拘っていきます。
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業務⽤・⼯業⽤のお客さまへは、ICT活⽤サービスのご提供により、お客さまのエネルギーの最適管理や⾒える化
ニーズにお応えするとともに、エネルギーサービスや建物・設備の⼀括管理、メンテナンスといったサービスをオーダーメ
イドでご提供するユーティリティエージェントとしての活動を強化します。
さらに、関⻄圏で培ったノウハウを活⽤した広域展開による収益の拡⼤についても、積極的に推進します

新時代のエネルギーマーケターとして、新たな⼀歩を踏み出す中期計画となります。
ガス販売量だけに頼るのではなく、周辺サービスも含めたお客さまアカウントの拡⼤によって、キャッシュインをはかり、
我々を選んで頂いたお客さまに⾼品質なエネルギーサービスを提供しお役に⽴つとともに、事業者としても健全に成
⻑していけるように、進化していきたいと考えています。
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競争⼒のある電源ポートフォリオの構築については、新規電源開発を進めつつ、今後の制度設計の⽅向を⾒定
めながら、市場からの調達などを組み合わせて、需給バランスの変化に対応できる体制を構築します。
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導管ネットワーク事業者としての展開ですが、この4⽉から新しい制度の運⽤がスタートします。託送供給の利便
性向上や中⽴性・透明性の確保を進めつつ、託送需要の維持・拡⼤にこれまで同様取り組みます。
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続いて、海外エネルギー事業についてです。
上流では、ゴーゴン・イクシス両プロジェクトを着実に推進させるとともに、⽣産中や開発拡張中案件を中⼼に新

規案件の取得にも取り組みます。
中下流では、フリーポートの完⼯にしっかりと取り組みます。また、有⼒事業者とのガス事業・IPP事業への共同参

画などの検討を加速させます。
その第⼀弾として、全⽶最⼤規模の卸売電⼒市場であるPJM市場で現在稼働中の天然ガス⽕⼒発電所「ショ

アプロジェクト」の持分20%および、現在開発中の天然ガス⽕⼒発電所である「フェアビュープロジェクト」の持分
50%を取得することについて、プロジェクト推進事業者であるCPV社と契約締結に向けた最終調整を
⾏っています。本件参画により、⽶国の電⼒ビジネスに関するノウハウの蓄積を進め、将来のIPP事業拡⼤につなげ
たいと思います。
また、東南アジアを当社グループの重点活動エリアと位置付け、LNG基地やIPP案件への参画、燃料転換・エネ

ルギーサービスなどの⼩売事業の拡⼤を推進します。新たにフィリピンにおいても駐在員事務所を開設予定であり、
東南アジアへの更なる要員配置も実施してまいります。
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LBS事業、新領域については、オーガニックグロースと成⻑投資により、LBS事業をエネルギー分野に
並び⽴つ事業領域として確⽴させてまいります。
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新中期計画で⽬標とする経営指標は記載の通りです。
国内電⼒や海外事業領域を中⼼に新規事業展開を図り、2020年度にROA3.5％、ROE7％を実現します。
引き続き、成⻑投資やM&Aに取り組むため、減価償却費やのれん償却等の影響を除いたキャッシュベースの利

益⽔準となるEBITDA（イービット・ディー・エー）を新たに重要経営指標として設定し、2020年度に2000億円
を⽬指します。
⼀⽅で、国内エネルギー事業の不確実性は増していくため、D/E⽐率については、0.7程度、⾃⼰資本⽐率につ

いては50％程度を堅持します。
株主還元については、安定配当の継続を基本に据え、引き続き連結配当性向30%以上を⽬指します。
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2017年度の収⽀計画については記載のとおりです。
都市ガス事業の⼩売全⾯⾃由化影響やスライド差益の減少等による減益を、電⼒顧客獲得などによる増益に

よりカバーするものの、全体では前年⾒通しを290億円下回る連結経常利益640億円を計画します
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⼤阪ガスグループ⻑期経営ビジョン・中期経営計画をご説明しました。
ありがとうございました。
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